
2 「環境先進地域」チャレンジ
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「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 2 「環境先進地域」チャレンジ

政策 1 自然力を活かしたクリーンエネルギーの導入促進
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
7

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

本県は、「緑と水と太陽の恵み」が日本一という大きな自然力を持っています。この

かけがえのない自然力を最大限に活用した太陽光発電や小水力発電を一層普及促進する

とともに、バイオマス資源の利活用を図り、「クリーンエネルギー先進県やまなし」の

実現を目指します。

平
成

26年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 太陽光発電の普及と整備促進 P.30 エネルギー局

○ 小水力発電の推進 P.30
エネルギー局�
企 業 局

○ バイオマス利活用の促進 P.31 森 林 環 境 部

○ 農村地域へのクリーンエネルギー導入の支援 P.31 農 政 部

○ メガソーラー発電所の活用の促進 P.32 企 業 局

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 6,830百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 7,324百万円

前年度までの事業費 4,804百万円

本年度の事業費 2,520百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

太陽光発電（住宅用）による出力数
31,561kW

（H22）

72,131kW

（H26）

88,648kW

（H26）
140.7



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）

自然力を活かしたクリーンエネルギーの導入促進 ―30―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1県内クリーンエネ
ルギー施設に関す
る情報の発信

本県の豊富なクリーンエネルギー資源と活用技術を

県内外にＰＲし、併せてクリーンエネルギーへの理解を

図るため、国認定の「次世代エネルギーパーク」として、

クリーンエネルギー施設と周遊ルートの広報を行った。

これにより、県内のクリーンエネルギー施設の周知

を進めた。

・広報パンフレットの配布

【エネルギー政策課】

2太陽光発電の
普及と整備促
進

企 画 総 務 費 エネルギーの地産地消の実現に向け、太陽光発電の

普及促進を図るため、住宅用太陽光発電の普及や太陽

光発電の導入を計画する事業者や市町村への支援を

行った。

これにより、住宅への導入件数約2.1万戸、メガソー

ラー32箇所となるなど、太陽光発電の普及が進んだ。

・住宅用スマートエネルギー設備設置費補助

交付件数 76件

・住宅太陽光発電モデルプラン募集事業の実施

情報提供、相談窓口の設置

・クリーンエネルギー総合窓口の開設

太陽光に関する相談 49件

・再生可能エネルギー等導入推進基金事業の実施

太陽光発電設備等の設置 県施設 4箇所

太陽光発電設備等の導入補助

市町村等施設 27箇所

民間施設 2箇所

（ 664,841）

634,456

【エネルギー政策課】

3小水力発電の
推進

（電気事業会計） 市町村等に対する情報提供や技術支援、モデル施設

の建設など、小水力発電の県内市町村等への啓発を

行った。

これにより、小水力発電の普及が進んだ。

・小水力発電モデル施設等の整備

大城川発電所 1箇所

・市町村等への情報提供、技術支援

小水力発電開発支援室による支援

相談件数20件（累計416件）

・小水力発電開発推進計画「やまなし小水力ファスト

10」の推進

朝穂堰浅尾発電所 1箇所

・小水力発電フェアの開催 1回

（ 234,100）

【エネルギー政策課】

【企

‥

電気課】

198,487

［ 17,547］



（予算科目 単位

‥

千円）

自然力を活かしたクリーンエネルギーの導入促進―31―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

4バイオマス利
活用の促進

林業振興指導費 農山村地域のエネルギー資源として、木質バイオマ

スなどの利活用を促進するため、「木質バイオマス推

進計画」に基づき、利活用施設の整備を行った。

これにより、木質バイオマスの利用が図られ、二酸

化炭素削減に寄与した。

・チップ製造施設 1施設

・移動式木材破砕機他 1式

・ペレットボイラー 5基

・ペレット製造施設 1施設

（ 429,007）

【林業振興課】
391,067

5農村地域へのク
リーンエネルギー
導入の支援

土 地 改 良 費 農村地域における再生可能エネルギーの利活用を図

るため、小水力発電の導入を促進した。

これにより、農村地域へのクリーンエネルギーの導

入に寄与した。

・小水力発電施設の整備 1施設（韮崎地区）

韮崎市内の土地改良施設に電力を供給し、維持管

理経費の削減を図った。

（ 133,380）

121,830

【耕 地 課】
［ 11,550］

6山梨の自然環境
を活かした水力
発電の推進

（電気事業会計） 山梨の自然環境を活かしたクリーンエネルギーの供

給を図るため、既設水力発電所の安定的稼動や新規水

力発電所の開発に向けた調査�検討を進めた。

これにより、クリーンエネルギーの安定供給に寄与

した。

・既設水力発電所による電力の供給

県内需要電力量の8.3％に相当する470百万kWh

の電力量を供給

・既設発電所の分解点検等 1箇所

・新規水力発電地点の開発調査 県内3地点

（ 1,969,283）

721,005

【企

‥

電気課】
［ 978,056］



（予算科目 単位

‥

千円）

自然力を活かしたクリーンエネルギーの導入促進 ―32―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

7メガソーラー
発電所の活用
の促進

（電気事業会計） 全国有数の日射量を有している本県の特性を活かし

た再生可能エネルギーの導入を図るため、米倉山の太

陽光発電所に併設したＰＲ施設「ゆめソーラー館やま

なし」において、次世代エネルギーについての情報発

信を行った。

これにより、「クリーンエネルギー先進県やまなし」

を全国にアピールすることができた。

・次世代クリーンエネルギーの情報発信

米倉山太陽光発電所ＰＲ施設から情報発信

入館者数7,564人（累計38,551人）

イベント等実施

学習イベント「災害にも役立つ

ソーラークッカーを作ろう」

次世代エネルギーに関する学習会

（ 16,441）

11,791

【企

‥

電気課】
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「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 2 「環境先進地域」チャレンジ

政策 2 地球にやさしい省エネライフの推進と循環型社会の形成
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
7

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

東日本大震災を契機とした、電力供給対策や地球環境問題への対応から、ますます省

エネルギー対策の重要性が高まっています。

また、大量生産�大量消費の社会構造は、環境との調和に対し大きな問題となってい

ます。

このため、家庭や企業における省エネ対策を進めるとともに、環境への負荷が少ない

持続可能な循環型社会への転換を目指します。

平
成

26年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 家庭の省エネ対策への支援 P.34 森 林 環 境 部

○ 企業の省エネ対策への支援 P.34 エネルギー局

○ リユースびんの利用促進 P.35 森 林 環 境 部

○ ごみ減量�リサイクルの推進 P.35 森 林 環 境 部

○ 廃棄物最終処分場事業の推進 P.36 森 林 環 境 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 19,300百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 16,714百万円

前年度までの事業費 12,093百万円

本年度の事業費 4,621百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

一人一日当たりごみ排出量
965g

（H21）

901g

（H26）

949.5g

（H25）
24.2

産業廃棄物排出量
1,300千トン

（H21）

1,240千トン

（H26）

1,360千トン

（H25）
△ 100.0



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）

地球にやさしい省エネライフの推進と循環型社会の形成 ―34―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1家庭の省エネ
対策への支援

企 画 総 務 費 家庭における省エネ対策を促進するため、「やまな

しエコライフ県民運動」を推進し、緑のカーテン、環

境家計簿の実施促進に向け、積極的な啓発活動を

行った。

これにより、緑のカーテン運動の参加団体数は106

団体となり、また環境家計簿の回収率は25.8％とな

るなど、実践者の拡大が図られた。

・緑のカーテン実践者の拡大促進

緑のカーテンキャンペーンの実施（ゴーヤ等の種

を配布） 平成26年4月

緑のカーテン取り組み情報の募集（個人�団体が

育てた緑のカーテンの取り組み事例を募集してホー

ムページで公表）

応募結果 53件（個人18件、団体40件）

平成26年8月～9月

緑のカーテン運動の参加団体数 106団体

緑のカーテン運動推進店の登録店舗数 54店舗

・環境家計簿の配布�回収及び分析�公表

環境家計簿の配布 5,000部

環境家計簿の回収 1,290部

回収済環境家計簿の集計�分析結果の公表

（ 578）

【森林環境総務課】
567

2企業の省エネ
対策への支援

企業の省エネ設備導入を支援するため、温室効果ガ

ス排出抑制計画等を募集し、公表した。

これにより、事業者による自主的な取り組みを推進

した。

・温室効果ガス排出抑制計画の公表 167事業所

・自動車環境計画の公表 14事業者

【エネルギー政策課】

3環境にやさし
いバスの普及
促進

公 害 対 策 費 ＣＮＧバスやハイブリッドバスなど、環境にやさし

いバスの普及を促進するため、路線バス事業者に導入

を働きかけるとともに、支援を行った。

これにより、低公害バスの導入が進んだ。

・低公害バス導入台数

ＣＮＧバス1台、ハイブリッドバス2台

（ 5,000）

3,665

【大気水質保全課】



（予算科目 単位

‥

千円）

地球にやさしい省エネライフの推進と循環型社会の形成―35―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

4リユースびん
の利用促進

環境衛生指導費 容器などの廃棄物の排出を抑制するため、やまなし

エコライフ県民運動を推進するとともに、ごみ減量�
リサイクル推進キャンペーンを実施し、再利用が可能

なリユースびんの利用促進を図った。

これにより、リユースびん運動の参加団体が76団

体、リユースびん推進店が558店舗となるなど、県民

や事業者によるびんの再利用の取り組み拡大に寄与

した。

・リユースびん運動の参加団体の募集

リユースびん運動の参加団体数 76団体

・リユースびん推進店の募集�登録

リユースびん推進店の登録店舗数 558店舗

・ごみ減量�リサイクル推進キャンペーンの実施

キャンペーン実施

27市町村、4林務環境事務所等

（ 152）

【森林環境総務課】
121

5ごみ減量�リ
サイクルの推
進

環境衛生指導費 廃棄物の発生抑制や循環的利用等に関する第2次山

梨県廃棄物総合計画の進行管理を行うとともに、実態

に即した施策を推進するため、廃棄物の発生量、処理

量、処理方法等を調査した。

これにより、県内の廃棄物処理等の現状�課題等の

把握に寄与した。

・一般廃棄物処理事業実態調査

平成26年8月～平成27年3月

・産業廃棄物実態調査

平成26年7月～平成27年2月

（ 4,700）

4,234

【環境整備課】

6環境にやさし
い新資材等の
優先使用

商 工 総 務 費 県内中小企業者の新商品のうち県が定める基準を満

たすものを「やまなしトライアル発注商品」として認

定し、環境にやさしい新資材等を県の機関が試験的に

調達するとともに、公共事業においてこれらの新資材

及び環境にやさしい工法や技術を優先的に使用するよ

う努めた。

これにより、環境にやさしい新資材等の優先使用の

取り組み拡大に寄与した。

・認定商品数 6商品

・試験的調達所属数 2所属

（ 632）

361

【治山林道課】

【成長産業創造課】

【耕 地 課】

【技術管理課】

【営 繕 課】

【企

‥

電気課】



（予算科目 単位

‥

千円）

地球にやさしい省エネライフの推進と循環型社会の形成 ―36―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

7廃棄物最終処
分場事業の推
進

環境衛生指導費 山梨県環境整備センター（明野処分場）については、

廃棄物の埋立処分が終了したことから、山梨県環境整

備事業団が関係法令に基づき、最終覆土工事及び水処

理施設の維持管理を適切に行えるよう支援した。

笛吹市境川町で整備が進められている一般廃棄物最

終処分場については、事業主体である山梨県市町村総

合事務組合及び整備の委託を受けた事業団と一体とな

り、処分場の用地取得や、本体建設工事の本格化に向

けた立木の伐採等の準備工事や地盤調査などを実施

した。

これにより、廃棄物の適正処理の推進に寄与した。

（ 4,967,647）

4,612,563

【環境整備課】
［ 84,485］
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「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 2 「環境先進地域」チャレンジ

政策 3 活力ある林業の振興と豊かな森林の保全
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
9

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

本県は、県土面積の78％を森林が占める全国有数の森林県です。

森林の有する多面的な機能を保全し、良好な状態で次世代へ継承するため、適切な森

林整備と社会全体で支える新たな森づくりを進めます。

平
成

26年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 森林整備の推進 P.38 森 林 環 境 部

○ 新たな路網整備の推進 P.38 森 林 環 境 部

○ 県産材の県内消費の拡大 P.39 森 林 環 境 部

○ 里山保全活動の推進 P.40 森 林 環 境 部

○ 県有林の適正な管理�保全 P.40 森 林 環 境 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 15,400百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 20,685百万円

前年度までの事業費 13,600百万円

本年度の事業費 7,085百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

民有林の森林経営計画等作成面積
（累計）

44,484�
（H22）

48,900�
（H26）

48,388�
（H26）

88.4

素材生産量
148千�
（H22）

250千�
（H26）

156千�
（H26）

7.8



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）

活力ある林業の振興と豊かな森林の保全 ―38―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1森林整備の推
進

造 林 費 森林の有する公益的機能の発揮のため、木材生産や

水土保全等を目的に管理している県有林、民有林にお

いて計画的な間伐などの森林整備を推進した。

これにより、積極的に間伐及びその他森林整備が

3,243� 実施され、森林の公益的機能が維持�向上

した。

・森林整備（植栽�保育等） 2,209�
・間伐の推進 1,034�

（ 281,879）

【森林整備課】

【県 有 林 課】

【治山林道課】

233,888

［ 26,037］

治 山 費

（ 372,761）

372,761

造 林 費

（恩賜県有財産特別会計）

（ 507,473）

405,942

［ 84,232］

2新たな路網整
備の推進

造 林 費 森づくりを支える山村の活性化と効率的な森林整備

を実施するため、新たな路網整備を進めた。

これにより、林業生産性の向上に向けた取り組みや、

山村地域の活性化に寄与した。

・林道の整備 10.8㎞

・森林作業道の整備 14.2㎞

（ 4,624）

【森林整備課】

【県 有 林 課】

【治山林道課】

4,624

林 道 費

（ 2,292,169）

1,548,336

［ 743,833］

造 林 費

（恩賜県有財産特別会計）

（ 21,490）

21,490

林 道 費

（恩賜県有財産特別会計）

（ 2,495,120）

1,602,996

［ 892,124］



（予算科目 単位

‥

千円）

活力ある林業の振興と豊かな森林の保全―39―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

3県産材流通対
策の強化

林業振興指導費 県産材の安定供給と需要拡大を図るため、広域的な

供給体制の確立と、林業の低コスト化を支援した。

これにより、木材の伐採�搬出�運搬作業の低コス

ト化が図られ、県産材の広域的な供給体制の確立と需

要拡大に寄与した。

・高性能林業機械及び車両系林業機械レンタルへの支援

11事業体（27台）

・伐採地から合板工場等までの間伐材運搬への支援

1,231�
・高性能林業機械導入への支援 5台

（ 45,708）

【林業振興課】
39,074

［ 4,500］

4県産材の県内
消費の拡大

林業振興指導費 県産材の県内での消費を拡大するため、県産材を使

用した展示効果の高い公共施設等の建築への支援を

行った。

これにより、住宅等への県産材の利用が促進され、

県産材の需要と消費の拡大に寄与した。

・木造公共建築物等の整備 6施設

（ 1,281,452）

【林業振興課】
549,375

［ 510,669］

5森林環境税の
導入

林 業 総 務 費 土砂災害の防止や洪水の緩和、地球温暖化防止など

の公益的機能を持つ森林を、県民の貴重な財産として

適切に整備�保全し、次世代に引き継いでいくため、

平成24年度に森林環境税を導入し、モニタリング調

査による事業効果の検証や事業のＰＲなどを行った。

これにより、本県の森林を社会全体で支える仕組み

づくりに寄与した。

・森林環境保全基金運営委員会の開催（3回）

平成26年7月、11月、平成27年3月

（ 1,192）

【森林環境総務課】
1,150

林業振興指導費

（ 584）

579

・事業効果検証モニタリング調査の実施

（県内14箇所）

・森林整備現場見学会の開催（2回） 平成26年10月

・「木質バイオマス普及啓発イベント」の開催

平成26年10月～11月

6健全な森づく
りの推進

造 林 費 公益的機能が発揮される健全な森づくりを推進するた

め、荒廃した民有林の整備や里山林の整備、広葉樹の

植栽など、森林環境税の目的に則した事業を推進した。

これにより、間伐等による荒廃森林の再生整備など、

1,202�の森林整備が実施され、森林の公益的機能の

維持�向上に寄与した。

（ 965,685）

【森林整備課】

【県 有 林 課】

714,096

［ 157,101］

・荒廃森林の再生整備 1,031�
・里山の再生整備 151�
・広葉樹の森づくり 20�



（予算科目 単位

‥

千円）

活力ある林業の振興と豊かな森林の保全 ―40―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

7広葉樹の森づ
くりの推進

造 林 費 木材生産や水土保全等を目的に管理している森林に

おいて、国の制度を活用した広葉樹を主体とする多様

な森づくりを行った。

これにより、水源のかん養や生物多様性の保全など、

森林の多面的機能の維持増進に寄与した。

・広葉樹の植栽 植栽面積 42�
・天然力を活用した針葉樹�広葉樹の混交林化

広葉樹の天然更新を図る更新伐�強度間伐面積

491�

（ 19,016）

【森林整備課】

【県 有 林 課】

【治山林道課】

19,016

治 山 費

（ 21,978）

21,978

造 林 費

（恩賜県有財産特別会計）

（ 166,130）

166,130

8里山保全活動
の推進

緑のふるさと

推 進 事 業 費

企業�団体の森づくりの参加を促進するとともに、

多くの県民が森づくり活動の効果に関心を持つ契機と

するため、企業�団体が県内で行う森づくり活動に対

して、CO2吸収量を認証した。

これにより、62の企業�団体が66箇所で森づくり

活動を行い、前年度より、5つの企業�団体、4箇所

増加するなど、里山保全活動の推進に寄与した。

・やまなしの森づくり�CO2吸収認証評価委員会の

開催 2回

・CO2吸収量の認証 23件、認証量236.0t－CO2

【みどり自然課】
（ 222）

140

9県有林の適正
な管理�保全

計 画 調 査 費 県有林において、環境に配慮した管理�保全を行う

ため、計画的な間伐などの森林整備を実施するととも

に、県有林材の安定的な供給を行った。

これにより、環境�経済�社会の各視点から持続可

能な森林経営を評価する国際的な規準（ＦＳＣ森林管

理認証）に適合した、県有林の適正な管理�保全を

図った。

・ＦＳＣ森林管理認証の継続認定

認証継続のための年次監査

平成26年10月

・造林事業の実施

森林整備面積 1,944�（再掲）

・県有林材の市場への供給

供給材積 62,390�

（恩賜県有財産特別会計）

【県 有 林 課】
（ 1,742）

1,712

造 林 費

（恩賜県有財産特別会計）

（ 21,802）

21,802

県 有 林 低 コ ス ト
安定供給推進事業費

（恩賜県有財産特別会計）

（ 5,435）

4,508



―41―

「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 2 「環境先進地域」チャレンジ

政策 4 自然と調和した美しい農山村づくりの推進
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
6

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

本県の四季折々を彩る美しい農山村の景観は、全国に誇れる県民共有の財産です。

この景観を保全するとともに、生態系を維持していくため、耕作放棄地の再生活用や

鳥獣害防止対策など、自然と調和した美しい農山村づくりを進めます。

平
成

26年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 環境保全型農業による有機の郷づくりの推進 P.42 農 政 部

○ 耕作放棄地の再生活用の促進 P.42 農 政 部

○ 鳥獣害防止対策の強化 P.43 農 政 部

○ 効果的な被害防止施設の整備 P.43 農 政 部

○ 野生鳥獣の保護管理の推進 P.44 森 林 環 境 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 11,240百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 17,846百万円

前年度までの事業費 12,964百万円

本年度の事業費 4,882百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

農業生産工程管理（ＧＡＰ）導入
産地数

8産地

（H22）

24産地

（H26）

26産地

（H26）
112.5

耕作放棄地解消面積（累計）
545�
（H22）

1,250�
（H26）

1,411�
（H26）

122.8



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）

自然と調和した美しい農山村づくりの推進 ―42―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1環境保全型農業
による有機の郷
づくりの推進

農業改良普及費 環境に配慮した農業を推進するため、有機農業の導

入、有機性資源の利活用の取り組みなど、地球温暖化

防止、生物多様性の保全効果の高い営農活動を支援

した。

これにより、環境保全型農業直接支払への取り組み

が県内131�で実施されるなど、本県の環境負荷軽減

に向けた農業の振興に寄与した。

・環境保全型農業推進協議会の開催 平成27年3月

・有機農業の推進

有機農業推進協議会の開催 2回

・有機農業の推進について語る会 1回

・エコファーマーの認定 424計画

・肥料�農薬の使用実態モニタリング調査の実施

・環境保全型農業直接支払の実施（累計）

15市町村、約131�（うち有機農業 約72�）

・有機の郷フェアの開催

県内1社 首都圏1社

（平成26年7月～平成27年3月）

・有機の郷販路拡大に向けた支援

北杜市2団体 笛吹市1団体

・有機農産物共同出荷シミュレーション調査の実施

（ 17,940）

17,554

【農業技術課】

2耕作放棄地の
再生活用の促
進

農 業 総 務 費 優良農地を確保し、農村景観の保全を図るため、耕

作放棄地等の実態把握や利用状況調査を行い、耕作放

棄地の解消対策を推進するとともに、多様な担い手に

よる耕作放棄地等の利活用を促進した。

これにより、耕作放棄地170�が再生活用された。

また、肉用牛のレンタル牛バンクの推進や山羊によ

る放牧実証展示にも取り組み、耕作放棄地の活用と再

生が図られた。

・耕作放棄地再生活用への支援

耕作放棄地再生整備支援事業

韮崎市 外2市町 10�
・耕作放棄地の調査、所有者等の指導

農業委員会の農地利用状況調査の実施 27市町村

農業委員会を通じた耕作放棄地所有者への指導

・農地活用サポートセンターへの支援

ＪＡこま野 外2ＪＡへの運営支援

・肉用牛や山羊放牧による耕作放棄地の再生

牛

‥

北杜市 外5市 山羊

‥

大月市 外1町

計10.1�（平成26年7月～11月）

（ 22,228）

22,148

【農政総務課】

【農村振興課】

【畜 産 課】

畜 産 振 興 費

（ 500）

500

土 地 改 良 費

（ 46,250）

30,703



（予算科目 単位

‥

千円）

自然と調和した美しい農山村づくりの推進―43―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

3耕作放棄地の
再生支援

土 地 改 良 費 耕作放棄地の解消及び発生を防止するため、基盤整

備を行い優良農地への再生を支援した。

これにより、耕作放棄地解消�発生防止基盤整備事

業等で30地区の基盤整備を行い優良農地の保全がさ

れ、耕作放棄地の再生が図られた。

・基盤整備の促進

耕作放棄地解消�発生防止基盤整備事業

大草地区 外1地区

中山間地域総合整備事業 敷島地区 外15地区

農地環境整備事業 三富地区 外 9地区

基盤整備促進事業 成沢地区 外 1地区

（ 3,979,187）

【耕 地 課】
3,282,512

［ 696,675］

4鳥獣害防止対
策の強化

農業改良普及費 野生鳥獣による農作物の被害を防止するため、市町

村被害防止計画に基づいて被害防止対策に取り組む市

町村協議会の活動に対して助成したほか、集落リーダー

の育成や鳥獣被害対策専門員の設置、集落診断活動の

支援等を行った。

これにより、集落ぐるみの被害防止対策を推進し、

集落における農作物の被害軽減に寄与した。

・農作物鳥獣害防止対策会議の開催 平成26年7月

・追い払いや捕獲活動等の被害防止対策への支援

16市町村協議会、3ＪＡ

・集落ぐるみの鳥獣被害防止対策の活動支援

新たな鳥獣害防止対策集落リーダー 38人

鳥獣害防止対策集落リーダー育成研修会の開催

集 合 研 修 平成26年11月～12月

地区別研修 平成27年 1月

鳥獣害防止技術指導員資質向上研修会の開催

平成26年10月

鳥獣被害対策専門員の設置 3人

集落診断活動の実施 10集落

（ 34,854）

【農業技術課】
26,690

［ 4,562］

5効果的な被害
防止施設の整
備

農業改良普及費 野生鳥獣による農作物への被害を防止するため、効

果的な被害防止施設の整備を進めた。

これにより、電気柵等の鳥獣害防止施設を73.1㎞

整備するなど、農業者の営農意欲を高め、耕作放棄地

の減少などに寄与した。

・電気柵等の鳥獣害防止施設の整備

延長 73.1㎞

対象 ニホンジカ、イノシシ、ニホンザル

・多獣種対応柵「獣塀くんライト」の普及

県下2地域にモデル展示ほ場を設置

（ 96）

94

【農業技術課】

【耕 地 課】
土 地 改 良 費

（ 1,019,464）

927,667

［ 91,797］



（予算科目 単位

‥

千円）

自然と調和した美しい農山村づくりの推進 ―44―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

6野生鳥獣の保
護管理の推進

鳥 獣 管 理 費 野生鳥獣による農林業被害の防止と生態系の保全を

図るため、管理捕獲を実施するなど、特定鳥獣の保護

管理を推進するとともに、鳥獣捕獲従事者の育成事業

に対して支援した。

これにより、 ニホンジカ、イノシシ、ニホンザル

について9,822頭捕獲し、野生鳥獣被害対策の推進に

寄与した。

・管理捕獲への支援

26市町村、2恩賜県有財産保護組合

・ニホンジカ個体数調整捕獲の実施 10地区

・鳥獣捕獲従事者の育成、技術講習会の開催

銃猟研修 4回 わな研修 4回

・生息数等に係るモニタリング調査の実施

対象 ニホンジカ、イノシシ

・わな捕獲推進体制の整備 2市

（ 134,423）

【みどり自然課】
117,101
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「第二期チャレンジ山梨行動計画」政策別実施状況

基本
目標 2 「環境先進地域」チャレンジ

政策 5 快適で美しい環境の保全
計画掲載事業数

（再掲は除く。）
12

【政策推進に当たっての基本的な考え方】

日本のシンボルである富士山に代表される美しい自然を求め、全国や世界中から大勢

の人々が本県を訪れています。

この自然と景観を保全し、「日本一環境にやさしい県やまなし」を実現するため、地

域や関係者が一体となって景観形成や環境保全対策等を進めます。

平
成

26年
度
の
主
な
取
り
組
み
状
況

項 目 頁 担 当 部 局

○ 美しい県土づくりの推進 P.46 県 土 整 備 部

○ 良好な屋外広告物景観の形成 P.46 県 土 整 備 部

○ 富士山世界文化遺産登録の推進 P.47 知 事 政 策 局

○ 世界遺産にふさわしい景観づくり P.47
知事政策局�
県 土 整 備 部

○ 富士山の環境保全の推進 P.48 観 光 部

○ 水資源の保護と適正利用の推進 P.48 森 林 環 境 部

○ 身近な生活環境の整備 P.49
森林環境部�
県 土 整 備 部

事
業

費
行動計画の事業費（4年間の計画額） 42,600百万円

施策�事業の実施に要した事業費（本年度までの実績額） 37,687百万円

前年度までの事業費 28,241百万円

本年度の事業費 9,446百万円

数
値

目
標

の
達

成
状

況

数 値 目 標 の 名 称
基 準 値
（基準年度）

A

目 標 値
（目標年度）

B

現 況 値
（直近データ）

C

進捗率（%）
C－A（ ×100）B－A

市町村景観計画策定数
3団体

（H22）

22団体

（H26）

18団体

（H26）
78.9



主要な施策の成果 （予算科目 単位

‥

千円）

快適で美しい環境の保全 ―46―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

1美の郷やまなし
づくり基本計画
（仮称）の策定

美しい県土を次世代に引き継ぐため、景観を活用し

た総合的な施策や活動を広域で展開する考え方を示し

た「美の郷やまなしづくり基本方針」を策定した。

これにより、県�市町村�県民などの理解が進み、

活力ある県土の持続的発展につながった。

・美の郷やまなしづくり基本方針策定

学識経験者からなる委員会の開催 3回

パブリックコメントの実施

【森林整備課】

【耕 地 課】

【美しい県土づくり推進室】

2美しい県土づ
くりの推進

土 木 総 務 費 県全体の景観形成を図るため、市町村における景観

まちづくりに関する具体的な取り組みを支援するとと

もに、美しい県土づくり推進会議を開催した。

これにより、景観を育む協働体制の確立が図られる

とともに、県民による継続的な景観づくりの推進に寄

与した。

・市町村景観計画策定への支援

平成26年度策定3団体

‥

累計18団体（策定中6団体）

・モデル地区における景観形成への支援

景観形成モデル事業の実施 1町1地区

・美しい県土づくり推進会議の開催 平成26年11月

推進会議の開催 参加52団体

推進大会の開催 参加者200人

（ 55,866）

【美しい県土づくり推進室】
12,101

3環境との調和
に配慮した農
業基盤の整備

土 地 改 良 費 美しい農村景観を保全するため、生態系や自然環境

等に配慮した農業生産基盤等の整備を推進した。

これにより、地域用水環境整備事業等を実施した4

地区において、自然石を利用した施工方法等を用いて

基盤整備を行うなど、美しい農村景観の保全に寄与

した。

・自然環境や景観に配慮した基盤の整備

地域環境整備事業等 増穂西部地区

地域用水環境整備事業 竜王地区 外2地区

（ 333,519）

329,319

【耕 地 課】
［ 4,200］

4良好な屋外広
告物景観の形
成

都市計画総務費 美しい県土にふさわしい屋外広告物となるよう、事業

者や県民に対して屋外広告物制度の意義や内容を周知

するとともに違反広告物に対する是正指導を強化した。

これにより、事業者や県民における屋外広告物制度

の意義や内容についての理解が深まるとともに、違反

広告物の適正化が促進された。

・屋外広告物県下一斉パトロールの実施 1回

・屋外広告物制度の普及啓発及び指導

違反広告物の指導件数 5,719件

（ 20,328）

20,097

【美しい県土づくり推進室】



（予算科目 単位

‥

千円）
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

5富士山世界文
化遺産登録の
推進

企 画 総 務 費 ユネスコからの要請を受け、来訪者管理や情報提供

のあり方等の課題に対処し世界遺産としての価値の保

全を図るための各種方針を取りまとめた「保全状況報

告書」を平成28年2月1日までに提出するため、各

種方針の検討及び保全に係る事業を行った。

これにより、平成26年12月24日、富士山世界文

化遺産協議会において「ヴィジョン�各種戦略」を採

択するなど、対応の進展が図られた。

・各種方針の検討

富士山世界文化遺産学術委員会開催 3回

山梨県富士山世界文化遺産保存活用推進協議会開催 4回

富士山世界文化遺産協議会作業部会開催 3回

富士山世界文化遺産協議会開催 2回

・保全に係る主な事業

巡礼路の特定に係る学術調査

来訪者管理戦略に係る収容力調査

四合目五合目グランドデザイン策定

情報提供戦略に係るパンフレット作成及びアンケート

（ 46,218）

44,968

【富士山保全推進課】

6世界遺産にふ
さわしい景観
づくり

道路橋りょう建設費 富士五湖周辺地域の美しい景観等を形成するため、

「明日の富士五湖創造会議」の開催や、関係市町村に

おける電線類の地中化の推進等、景観に関する各種取

り組みを進めた。

これにより、官民一体となって富士五湖周辺の景観

整備を実施するなど、世界文化遺産にふさわしい景観

づくりに寄与した。

（ 853,808）

599,744

【富士山保全推進課】

【美しい県土づくり推進室】

【道路管理課】

【都市計画課】

［ 254,064］

道路橋りょう整備費

（ 77,737）

56,123 ・明日の富士五湖創造会議（協議会）の開催

山中湖5回、河口湖3回、西湖1回、精進湖1回

・電線類地中化の推進

国道139号（富士吉田市下吉田地内）

外1路線 延長1.7㎞

都市計画道路船津小海線（富士河口湖町小立地内）

延長0.1㎞

・構成遺産及びその周辺地域における景観形成への支援

世界文化遺産景観形成支援事業の実施

3町村10件

［ 21,614］

街 路 事 業 費

（ 41,118）

31,110

［ 10,008］

土 木 総 務 費

（ 30,000）

3,959

［ 3,927］



（予算科目 単位

‥

千円）
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施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

7富士山クリー
ンアップ事業
の推進

環境衛生指導費 富士山麓の不法投棄物を一掃するため、市町村、Ｎ

ＰＯ等と連携して、不法投棄により長期間放置されて

いる廃棄物の撤去活動を推進するとともに、不法投棄

の未然防止対策を実施した。

これにより、これまで建設廃材等の撤去活動を実施

してきた現場に引き続き、新たな建設廃材不法投棄現

場において撤去活動を開始するなど、富士山の環境保

全の推進に寄与した。

・行政とＮＰＯ等との協働による不法投棄物の撤去

撤去活動回数 19回

撤去量
‥

約15t（建設廃材）

・休日�夜間監視パトロールの実施

実施回数 28回

（ 5,433）

5,433

【環境整備課】

8富士山の環境
保全の推進

企 画 総 務 費 富士山の環境保全を推進するため、富士山ボランティ

アセンターを拠点として、意識啓発を行うとともに、

富士山レンジャー等による環境保全活動を進めた。

これにより、富士山周辺の清掃活動に、延べ13,000

人を上回る多数が参加し、120,000㎏を超えるゴミの

回収を行うなど、富士山の環境保全活動の推進に寄与

した。

・富士山憲章キャンペーン等の実施

ＪＲ八王子駅�道の駅�北麓駐車場等にて、

延べ20日

・富士山レンジャーの設置 7人

北麓地域の巡回、環境教育の実施

・美化清掃活動団体への支援 2団体

（ 32,817）

【観光資源課】
32,784

9水資源の保護
と適正利用の
推進

将来にわたって安定した水需給の確立と水資源を活

かした産業の振興を図るため、平成25年6月に策定

した「やまなし水政策ビジョン」に基づき、様々な分

野における水政策を推進した。

これにより、地下水採取の状況や水源地域における

土地取引の実態を把握するなど、水資源の保護と適正

利用の推進に寄与した。

【森林環境総務課】



（予算科目 単位

‥

千円）

快適で美しい環境の保全―49―

施策�事業名

【担当課名等】

予 算 科 目
（予算現額）
決 算 額

［翌年度繰越額］

施策�事業の概要及び成果

10身近な生活環
境の整備

環境衛生指導費 生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止し、清

らかな水を守るため、下水道や浄化槽などの生活排水

処理施設を整備した。

これにより、平成26年度末の生活排水クリーン処

理率は80.6％となり、前年度末と比較して0.9ポイン

ト上昇した。

・浄化槽設置への支援 670基

・流域下水道の整備

富士北麓流域下水道事業

富士北麓2号幹線の耐震化

峡東流域下水道事業

塩川幹線管渠の耐震化

間門川幹線管渠の耐震化

釜無川流域下水道事業

釜無川1号�3号幹線管渠の耐震化

桂川流域下水道事業

桂川1号幹線管渠の耐震化

（ 89,541）

【大気水質保全課】

【下 水 道 室】

81,708

下 水 道 費

（ 83,117）

58,740

流域下水道建設費

（流域下水道特別会計）

（ 870,765）

725,636

［ 145,091］

11北富士演習場
問題解決に向
けた取り組み

企 画 総 務 費 北富士演習場について、全面解消、平和利用を目指

し、段階的縮小を進めていくことを基本姿勢としなが

ら、併せて演習場周辺の地域振興と民生安定を図った。

これにより、北富士演習場の安定的使用と周辺地域

の発展を両立させることができた。

・北富士演習場対策協議会での協議 1回

・国への要望

演習場賃料及び林野雑産物損失補償等に関する国

との協議 2回

渉外関係主要都道県知事連絡協議会を通じての国

への要請活動 平成26年8月

（ 3,231）

2,196

【北富士演習場対策課】

12北富士演習場
周辺の生活環
境の整備

治 山 費 自衛隊等の演習行為又は防衛施設の設置により生ず

る障害の防止等のため、治山施設等の防災施設を整備

した。

これにより不安定土砂の移動が抑えられ、演習場周

辺の災害の未然防止に寄与した。

・治山施設の整備 滝沢、与兵衛流の2地区

（ 237,978）

237,978

【治山林道課】
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